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序 文

本調査は､ (社)海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)の委託を受け,平成11年5

月10日から5月23日までの14日間にわたり実施した｡本報告書はフィリピン国国営潅慨公社

(N I A)が所有する農業用建設機材等の整備計画とマイニット湖周辺農業総合開発計画に係

わるプロジェクトファインディング調査結果を取りまとめたものである｡

国営潅概公社(NIA)は1963年に設立され,フィリピンの潅概施設の水源開発から建設機

械･潅概用ポンプ等の供給を実施している｡ 13の地域事務所を有し, 180の国営濯蔽地区を運

営管理しており､約11,000ユニットの建設機械･車輔･濯概用ポンプを運用しているが､そ

の内40%が修理中或いは修理不能の機材となっている｡このためNI A所轄の国営潅慨地区

の実施が計画通りに行われていないのが現状である｡

国営潅叔公社はこのような状況を改善し､国営淳概地区の計画通りの実行可能なように､国

営濯概公社所有の建設機械等の整備計画を進めるべく､その予備段階として本調査は実施され

た｡

マイニット湖周辺開発計画については､ 1995年にAgtlSandelNorte州のAgtlSan電力公社が

マイニット湖を発電に利用する計画をたてたが､以後州政府に動きがなく､計画はそのままに

なっていた｡この発電計画を検討した本調査団は､ NIAの考えを聞き,マイニット湖周辺地

区を含んだ農業総合開発計画の方がより地元に利益をもたらすものと判断し,上記N I A建機

調査と併行して予備調査を行った｡

本報告書は,国営潅概公社の考えを基本として,背景,予想される便益､調査項目等につき

取りまとめたものである｡今後の協力に活用されれば幸いである｡

最後に､本調査に際し､ご協力いただいた国営潅概公社,各地方事務所､ OECF事務所､

∫ I CA事務所､ ∫ I CA専門家､その他関係機関の関係者各位に対し深甚の謝意を表する吹

第である｡

平成11年5月

太陽コンサルタンツ株式会社

代表取締役社長 村田 稔尚
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Ⅰ.国営濯概公社建設機材管理改善計画
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1.計画の背景,経緯

フィリピン国は永らく続いたマルコス体制から脱却して､アキノ､ラモス大統領の民主化政

権が同国内の政治､経済体制の改善を図ってきた｡特にラモス政策(1992-98)下では,
NIEs,

中国とともに世界の成長センターの一角を占め､最近はアジアの金融危機の影響を受けてはい

るが､順調な経済成長を遂げている｡

しかし､農村部を中心とする貧困層は未だ人口の40･6%を占め､地域によっては50-60%

を占めており,地域格差が大きい｡ 1998年5月に選出されたエストラ-ダ大統領は貧困撲滅､

そのための農業振興､農村地域の開発を最優先課題としている｡

国営潅概公社(NIA)は､ 1963年に設立され､フィリピンの潅親権設の水源開発から濯概施

設の維持管理までを担当している｡ 13の地域事務所を有し､ 180の国営潅概事業(NIS)を運営

管理している｡約11,000ユニットの建設機械t車輔･濯概用ポンプを運用しているが､その

内3/4の機材は耐用年数を超えており､ 40%が修理中或いは修理不能の機材となっている｡こ

のためNIA所轄の国営潅概地区の事業推進上の大きな障害の一つになっている｡

国営潅概公社はこのような状況を改善し､国営潅馴』区のニーズに応えようとする構想を持

っているが､ NIAに建設機械を補充し,修理機器を整備するだけではなく､効率的な維持管理

体制が継続できるような､運営体制の強化を図る必要がある｡

2.計画地域の概要

2-】 自然条件

フィリピンは北緯5｡ -21｡
､東経117｡ -127oに分布する7,109の島から成る,面積

299,767平方キロメートル､人口71百万人の共和国で, 13のリージョンに分かれている｡

フィリピンの気候は高温多湿の熱帯性気候で,モンスーンの影響により主に4つに区分され

る｡

第1の型は､乾期が11月から4月,雨期5月から12月と明瞭で,主に南シナ海側(ミンダナ

オ島を除く)の海岸地帯がこれに属する｡

第2の型は,はっきりした乾期はなく､雨期が11月から1月に集中する型で,太平洋側海岸

地域が属する.

第3の型は,特に季節の差は明らかでなく∴11月から4月は乾燥気味の地帯で､カガヤン,

バル､ピサヤ諸島,ミンダナオ島の一部がこれに属する｡

第4の型は､特に季節の差はなく､雨量も年間を通して平均している地域で,ミンダナオ島

西部がこれに属する｡

ルソン(マニラ)
､ピサヤ(セブ) ､ミンダナオ(ダバオ)における最低及び最高気温､月

別平均降水量を表Ⅰ-2-1､表Ⅰ-2-2に示す.
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表Ⅰ-2-1 月別最低､最高気温 (℃)

月
ルソン ピサヤ ミンダナオ

最低 最高 最低 最高 最低 最高

1月 20.3 30.8 21.7 31.3 21.6 31.8

2月 20.7 31.7 22.0 35,3 21.9 3l.9

3月 21.5 35.9 22.4 32.3 22.0 33.5

4月 22.5 38.1 23.0 33.2 22.9 34.2

5月 23.6 34.8 23.2 34,1 23.0 33.8

6月 21.6 32.9 22.5 33.6 22.8 32.6

7月 23.0 31.2 22.8 32.8 21.9 33.8

8月 22.8 30.9 22.6 34.2 21.2 31.0

9月 22.7 31.3 20.4 31.8 22.8 31.2

10月 21.3 30.8 21.7 32.3 22.3 3l.4

11月 20.4 30.5 21.9 32.9 21.6 33.2

12月 18.2 29.8 20.6 30.2 20.7 31.4

表I -2-2 月別平均降水量及び雨天日数 (mm)

ルソン ピサヤ ミンダナオ

降雨量 雨天日数 降雨量 雨天日数 降雨量 雨天日数

1月 42.1 4 95.3 10 65.3 10

2月 53.5 2 46.9 9 953 9

3月 12.2 2 27.4 6 126.5 12

4月 25.4 3 94.6 5 75.3 8

5月 86.4 9 98.3 8 94.7 12

6月 283.7 14 147.5 14 125.8 15

7月 312.8 19 209.8 12 l53.2 l4

8月 367.5 21 149.7 10 182.6 18

9月 244.4 15 186.0 EE 245.2 13

10月 196.3 14 141.4 18 198.6 E刃

11月 154.9 9 183.6 17 127.5 8

12月 48.3 6 152.8 13 69.4 9

合計 1827.5 118 1533.3 】33 1559.4 139

2-2 社会条件

フィリピンの人口は1996年で71,900千人で, 1990年からの人口増加率は年2.32%となって

いる｡その内の農業従事者は44,1%である｡

-4-



2-3 農 業

フィリピンの国土面積は約30百万11aで､現在の農地面積は国土面積の約30%､ 10百万11aで

ある｡これに総合農地改革計画(CARP)で新たに開墾される約1百万haが加わる｡更に､ CARP

対象面積の約半分の約4百万11aは林業地域と言われているものの,実態は樹木のない原野であ

り､当然何らかの農業活動が行われることが想定される｡つまり, CARP後は,約15百万Ila

(国土の約50%)で何らかの農業活動が展開されることが想定される｡

表Ⅰ -2-3 土地の配分計画 (単位:千11a)

土地の区分

当初計画

1987年

変更計画

1996年

構成比 配分実績

1996*

進捗率

DAR所管 3,821 4,290 53% 2,562 60%

私有農地 3,266 2,766 34% 1,l44 41%

(地主保有限度超分)

(政府所有地) 556 1,525 20% 1,418 52%

DENR以外の政府所有地 77 888 1l% 755 85%

国営入植地 479 637 9% 663 104%

DENR所管(政府所有地のみ) 6,475 3,771 47% 1,902 50%

譲渡処分可能公有地 4,595 2,502 3ー% 927 37%

(DEN~R所有地傾斜度18%未満)

総合社会林業地 1,880 1,269 I(;% 975 77%

(DENR所有地傾斜度18%以上)

合計 10,296 8,062 100% 4,4(;4 56%

2-4 濯 概

現在稼働中の施設の大半は国営潅概公社(NIA)によって建設されたものであり｡ 1999年3

月現在NIAの把握している潅概施設とその利用状況は表Ⅰ -2-4の通りである｡

表Ⅰ -2-4 主要港概事業の実態 (単位: lla)

NⅠS CⅠS 合計

地区数 180 9,245 9,425

地区面積 669,697 659,891 I,329,588

雨期作

計画潅概面積 510,876 494,796 1,005,672

実潅慨面積 460,423 328,791
789,2ー4

(78%)

車乞期作

計画潅概面積 41l,724 254,411 666,135

実潅親面積 396,548 220,450
616,996

(61%)

年間
実潅概面積 856,971 549,241 】,406,212

作付け率 l68 EⅠヨ 140
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3.計画概要

3-1調査の必要性

国営潅概公社(NIA: Natiollal lrrigation Administration)は､ 13の地域事務所を有し､ 180地区

の国営潅概事業(NIS: National IITigation System)を運営している.潅概総面積は､ 669,697 1-a

であるoまた､地区面積が1,00011a以下の自治体港概地区(CIS: Colnlnunal Irrigation System)

は, 9,245地区､潅概総面積は659,891 haである｡

NIAは, 1999年3月現在で10,973ユニットの建設資機材を所有している｡これらは､クレー

ン･ブルドーザー･掘削機等の垂建設機械､車輔.バイク等の軽機材,チェンソ-･モーター

ボート等のその他の機材からなっている｡ NIAのannllal report (1999)によれば､重建設機材で

45%､軽建設資材で66%､その他で49%の稼働率となっている｡全体の稼働可能機材は約

60%と判断されるo

現地でマニラ市周辺2カ所(ポートサイトブラカン)
､セブ市､ミンダナオ島ダバオ市と

ブツアン市(2カ所)
,計6カ所のワークショップ(修理工場)とウェアハウス(資材置き場)

を調査した｡その現状は,以下の通りである｡

1)ワークショップは地域事務所に所属し,関係事業への機材貸与と所有機械の維持管理､

修理を行っている｡

2)施設は古く､ワークショップは木造建築であり,天井クレーンを有していないo

3)所有する建設機械は古く, 20年以上経過したものも多い｡

4)ワークショップで働く機械工の数は1-2名のところが多い｡

5)通常の修理には2-3週間かかり,マニラよりパーツを調達する場合にはさらに1週間

かかる｡

6)ワークショップの運営は機械のレンタル料の範囲で行っている｡すなわち､収入の範囲

内で運営を実施している｡

7)ワークショップで手に負えない部門は民間に発注している｡ (パーツの入手など) o

8)パーツの入手についてはワークショップがNIA本部や民間企業に問い合わせを行って

いる｡

9) NIAは直営で事業を行ったり､所有機械をリースしている｡請負事業として民間企業に

発注することもある｡

10)各ワークショップの敷地面積は､ 1-211aで政府からの借地である｡ウェアハウスは

200-5001n2で木造建築物である｡

ll)ワークショップのヤードには､ 20-30台の使用不能の建設機械が放置されている｡使用

可能な部品は取り外され､他の建設機械に流用されている｡

12)使用不能の建設機械の内ある部分(キャタピラの一部分)については,修理後使用可能

な部品も見受けられる｡
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13)ワークショップに見られる建設機械等は使用不能あるいは修理中の機械のみで使用可

能な建設機械はリース･レンタル或いは直営事業で建設現場にて稼働中である｡

14)溶接機械等の修理機材も各ワークショップに1-2セットしかなく､十分とはいえない｡

15)修理工具についても不十分である｡

以上のように, 6カ所のワークショップ及びウェアハウスの現状調査結果から判断して､

NIAの所有する施設､建設機械の整備状況は不十分である｡

さらに､ NIAの担当者やJICA専門家からの聞き取りにより､以下の状況が判明した｡

1)メカニック,オペレータの教育訓練が不十分のため,故障が多く､補修が十分に行われ

ていない｡

2)スペアパーツの維持管理システムが不十分である｡

3)建機の台帳整理システムが不十分である｡

以上から, NIAの施設､機器を整備補充するだけでは不十分で､並行して保守管理システム

を強化する必要がある｡

現在NIAはNIAの組織体制の合理化調査をJICAに対して要請中であり､このNIA強化案件

と組み合わせた場合､本案件の意義は増すものと判断される｡

3-2 計画の目的

NIAの建設機械整備部門の運営体制の強化を図る｡その為には,組織体制の弓削ヒ､建設機械

の更新整備､機械修理部門の強化,職員の訓練などを行う必要がある｡そのために､以下の

NIA建設機材管理改善計画をたてるものとする｡

1)情報管理

NIA本部が全国にあるNISの機械器具リスト(機種､数量､制作年,修理履歴など)

をデータベースにのせ,全国的に管理､指令する｡

2)機械器具,施設の更新

NIS及び機械管理センターの施設､機械器具の整備を行う｡これには,必要機械の選

択､機械器具の配置場所と移動方法､施設､機械器具の維持管理方法についての適切

なシステムの構築を図る｡

3)機械管理サービスセンター

ルソン島､セブ島､ミンダナオ島の4カ所に機械管理サービスセンターを設置する｡

NrS現場での機械の大規模な修理,パーツの調達は当センターが責任を持つ.
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ルソン島に2ケ所設置される機械管理サービスセンターは､ルソン島全域(Region

I-Ⅴ)をカバーするものとする｡セブに設置される機械管理センターはピサヤ地域

(Region Ⅵ-Ⅷ)をカバーする.また,ミンダナオ島に設置される機械管理サービス

センターは,ミンダナオ島(Region Ⅸ-ⅩⅢ)をカバーする｡

4)リージョナル･ワークショップの整備

日常の整備点検,小規模の修理はこのワークショップで行う｡

5)研修システム

管理システム､施設の整備に加えて,人材の強化が必要である｡人員の増加が難し

い状況から､人材の質を高める必要がある｡研修対象は､ NIAの職員,機械工､建機

のオペレータであるo

6)経営システムの強化

事業の継続性を考慮すると､システムが全体として機能し､さらに当NIA潅概機械

部門の経営が成り立つものでなくてはならない｡

3-3 計画の内容

フィリピン政府は民営化政策(privatization)を打･ち出しているので､本案件についてもこの

ことを考慮しなくてはいけない｡現在のところ,主要都市近辺を除いて民間企業が育っていな

いので､当分の間､ NIAが独自に建機を保有する必要がある｡今後ともNIS施設の維持管理に

っいては, NIAが実施しなくてはならないが､建設事業については,民間企業が育っていくに

つれて､民間企業に請け負わせる分が増えていくものと思われる｡

NIAの建機部門を強化するために必要な調査の内容としては､以下の項目が考えらj'l/るo

- NIA管轄のNIS, CISの状況及び将来計画｡

- NIA及び地域事務所所有の建設桟械等の状況｡

- NIAの組織及び経営状況｡

I
Equiplnent Mallagement (EM)部門の経営分析

一 地域事務所の組織､経営状況.

一
機械管理サービスセンターの設置｡

｡ オンラインシステムによる情報の集中管理｡ ---地域事務所とのネットワークシステ

ムの構築｡

｡

ハードウェア･ソフトウェアの導入.

｡ 必要コンポーネントの保有･管理｡

｡ 適量のスペアパーツの保有･管理｡

｡ 現有機械の集中管理｡
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｡ ワークショップの強化･整備(天井クレーン等)

｡ 不足機材の補給｡

｡ 現有陳腐化建機の処分

｡ 建機の更新

一
機械工等の人材の育成｡

｡ 管理要員によるシステムの習熟｡

｡ 機械工の再教育｡

｡ オペレーターの再教育｡

3-4 実施機関

国営潅概公社(NIA)の組織は次図に示す通り､ 8部門から成っており､総職員は13,489

人である｡

建設資機材の運営管理は､ Systeln Operation & Equipmellt Management (SOEM) Sectorにおいて､

建設資機材を担当しているEqtlipment Managelnent Depallmentとなる.
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Ⅱ.マイニット湖周辺農業総合開発計画
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図Ⅱ－1　　ミンダナオ東北部図

－12＿



,･T

?
-
-
千

一
ル

X

ほ

▼川

＼

/

相
沢
'
y
出

T▲C 【lUY▲ T▲州

/

?{

-
†
ロ

ム堕旦J仏m

＼ノ

＼

?
-
-
#
-

､
ふ
f

I
(

ほ

p(

＼
(
.
ほ
コ
く
仙

PROVINCE OF

SURIGJ10 DEI. NO王ミTE-

t&c▲5Tt ⊂7t･

■i=:ヨL]
_==

＼

iZI
ヽ､ヽ

〟otJ7TT LLhspL

＼

ー■-.-L･-～-･-*_._

＼

? NON CUしnV^丁EO FOREST AREA

J. R(C【

l co尺ト一

千 coccNU T

ロ SこTTしEu亡NT OR Om亡R USこS

y▲C3Al:O-OC

TClll rJtCrfX

B9trOL SEA

Sl月ROqU7

伯
L
･
ほ

t{

一
t

ヽ一

ヽ一

･1

く

■∪

5

?1

-
†
□

0､

dy[7ふu76~R'.I.t㌻
FF'lく¶ lO Pt･てASZCN

肌TO Ul<( NJJ111l

皿CO
ASIC▲

RLltR

pRO寸INCEOF

AGUS^hJ)EI,
NOR･rE

＼.

-･ニ.-I-1⊥｢

▼
.g

>
i
･
r
:

打

ほ

I)

'′

r▲

1

.I

?
▲
-
†
ロ

1
i
-
ェ
㍍
.
I
,
.
.
.

ヽ一

V

L

T

く一

?
{

-
†
0

~'-'二^'l㌻討β｢ 'T

?▲

-千

_.｣

ーノ

＼
.
/

g]II- 2 マイニ欄

_13-



1.一般概況

マイニット湖はMindanao島北東部に位置し,SllrigaodelNorteとAgtlSandelNorteの2県に

またがるフィリピン第3の淡水湖で,湖水面積は14,000ヘクタール,流域面積は72,300ヘクタールであ

るo湖面の標高は34メ小ルで,水深は南に行くほど深くなり,最大水深は168メ小ルである｡西

側をM｡rimono分水嶺に､東側をDiuata山脈に囲まれ､一部に鉱山開発と山林乱伐の影響があ

るものの,湖水は清列な状態を保っている｡ 8本の河川が流入しており､その内最大のものは､

pしIyO川で,流域面積は24,100ヘクタールで､湖の南部に流入している｡周辺には8町あり,主と

して農業と漁業で生計をたてている｡個人当たりの年間所得は約5,000へ○ソで､全国平均より

も約35%低くなっている｡湖水関係2県のうち､森林は55,000ヘクタール,農地は68,000ヘクタール

である｡

マイニット湖周辺地域の年降水量は約3,600皿mから約4,700mmで､ 10月から4月までが雨期,

5月から9月までが乾期である｡乾期といっても月降水量は100皿を越えている｡ (表Ⅱ-1

参照)

湖周辺には12ケ所の′ト規模潅概事業(Colnm､111al irrigation Systeln, CIS)がある｡潅概面積は

湖周辺とKalinawan川流域に約6,000ヘクタールあると考えられるD潅概は主として渓流取水による

もので､湖面からの直接取水は殆ど行われていない｡湖面及びにKalinawall川に近い農地は湛

水常習地帯の水田､少し離れた高台はココナツ畑となっている｡ココナツ畑にはバナナ､マン

ゴー,カカオ､ト-モロコシなどが間作されている｡ (図Ⅲ-1､ Ⅲ-2参照)

2.事業の経緯

ミンダナオ島は共産ゲリラが出没した関係で､フィリピンの他地域と比べると開発が遅れ､

その為開発の処女地が比較的多数残っている.例えば､ Cotabato河流域やAgusan河流域などの

巨大流域がいまだ十分には開発されていない｡マイニット湖周辺も開発から取り残された地域

といえる｡

マイニット湖は湖水面積14,000へクター)V､湖面標高34メートルであるo
Agusan del Norte州は,こ

の湖水位を洪水期直前に3メートレ低下させて洪水防御をすると同時に,この放流水を直接ボホー

ル海まで導水し, 34メ小ルの落差を利用して22メがワットの発電をすることを考えた｡そのため､

1995年にカナダのコンサルタンツ(Ctlmming Cockburll Ltd.)を使ってF/S調査を行った｡但し､

事業実施主体であるAg11Sal､delNorte州は事業の実施体制が未整備で,その後,本案件は動いて

いない｡ (図Ⅲ-3参照)

当地域は農林漁業が主要産業である｡従って､水力発電により発生した電力を利用し､農林

水産業の振興計画を樹立することは地域のニーズにかなった案件になりうると判断する｡
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また, NIAは発電事業も実施することができるので､ NIAを事業主体とし､発電を取り込ん

だ農業総合開発事業を企図することが妥当であると調査団は判断した｡

3.開発方針

前述した様に､当地域は全般的に所得が低いので､産業基盤を強化し､雇用の機会を創設し

て住民の所得を引き上げることが必要である｡当地域は農林漁業が中心であるので､農林漁業

を中心とする農業農村総合開発事業を計画し､地域の生産性と所得の向上を図る必要がある｡

一方､当地域は開発に対して後発地であり,良き環境が保たれている｡この環境条件をでき

る限り維持しながら開発計画をたてる必要がある｡

当地域の長所は以下の通りである｡

1)マイニット湖が巨大な貯水量を有している｡

2)年間通じてコンスタントに降水量が多い｡

3) Btlttlan市までの道路は整備されているのでアクセスが良い｡

以上の条件を考慮すると､

マイニット湖周辺の排水改良を基本コンセプトとし､湛水防除､潅概,水力発電､内水面漁

業開発を主たる開発対象項目とする事業計画をたてることが適切であると考えられる｡

4.開発構想

マイニット湖周辺地域の開発構想として以下のように考える｡

1)マイニット湖周辺では平均年降水量が約3,600mmから約4,700mmある｡その中でも10月か

ら3月までが降雨量は大きい.湖尻に調整ゲートを設け､湖西側のMarimono分水嶺に

トンネルを掘削して放流工とし､雨期直前にマイニット湖の水位を約3メ小ル下げ,湖に

洪水調整能力を持たせ､湖周辺及びKalinawan川流域の洪水を防御する｡

2)この放流工を利用して潮の余剰水をボホール海まで導水する｡この時,湖水位と海面ま

での落差34メ小ルを利用して,年間22メがワットの発電を行う｡

3)湖水位が調整できるようになることから､湖周辺の排水不良地の湖面側に簡単な堤防を

設置して排水改良を行う｡この面積は約2,600ヘクタールとなる｡

4)排水問題が解決できれば,安定した潅概農地が確保できる｡この面積は約6,000ヘクタール

と予想する｡水源としては､渓流水と湖水を考える｡

5)マイニット湖はフィリピン第3の湖面積を持つ自然湖である｡この湖面を利用して漁業

開発を行う｡

6)当地域の営農､普及､農業組織,流通面が弱体であると考えられる一方,消費地から遠

隔である状況からして､こjlらソフト部門の強化を図る｡
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7)換金作物としてのコーヒー,マンゴー,ドリアンなどの熱帯果樹,熱帯樹木の開発を計

る｡

8)湖水面を変化させたり,放流したり､環境面を大きく変えることから､環境保全上の検

討を行う｡

5.調査対象項目

以上の構想を基に､農業農村基盤の整備と住民の所得向上と生活水準の向上を図るために,

マイニット湖周辺農業総合開発計画をたてる｡

調査対象項目は以下のようになると考える｡

- 潅概排水､洪水防御,道路整備,発電などの基盤整備､

一 湖水を利用した漁業開発

一
宮農､普及,農業組織,流通などのソフト面の改善

一 森林の保全と開発,環境保全など

1)潅 概 :既存cISの用水改良

新規海況地区-の用水供給

潅概面積 約6,000ヘクタール

2)排水改良 ‥Maillit湖及びKalinawan川沿岸の排水改良

排水改良面積 約2,600ヘクタール

3)洪水防御 : Maillit湖に洪水調整容量を持たせて洪水防御を行う

洪水防御面積 約5,000ヘクタール

4)水力発電 :Mainit湖面と海面の落差を利用した水力発電

年間発電量 22メがワット

5)漁業開発

6)営農,普及

7)農業組織

8)流 通

9)森林開発

10)環境保全

ll)その他

:湖面を利用した漁業開発(稚苗センターなど)

:当地域に最適の栽培,営農形態を探る

農業普及システムを確立する

:農協その他の農業組織の強化

:流通システムの強化

:コーヒー,マンゴー､ドリアンなどの熱帯果樹､樹木の開発

:当地域の豊かな水と生態系を守る

: Gender lssueなど

(面積､発電量は主として前述のF/Sレポートによる)
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図Ⅱ-3 放流工(ノ発雷)概要Eg]

Gauge Province Period MeanMonthlyRai∩fall(mm)

Jaロ.FebMa｢Ap｢MayJu∩JulAugSepOctNovDec

Ån∩ual

Rainfall

(mm)

Jabo∩ga Agusa∩delNo｢te 68-80 820510354190.130280271220220353482680 4510

Mainit SurigaodelNorte 81-93 718LI.l9305206121192241204166253447535 3807

Surigao SurigaodelNorte 6ト93 625482336234147133161141142249457518 3625

Sison SurigaodelNorte 8ト93 8074472481241071215876182388554589 3803

Cantillan SurigaodelSur 66-93 891626518357171179142106101241539784 4654

Ⅱ-1 マイニット湖周辺地区 年平均隆7



Ⅲ. 総 合 所 見
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Ⅰ.国営濯潜公社建設機材管理改善計画

国営潅概公社(NIA)は､フィリピン国内の潅概施設の計画から施工･施設の維持管理を実

施している機関である｡しかし､前述のように所有建設資機材の約40%が修理中或いは修理

不能な状態であり,計画通りの潅慨施設の建設及び維持管理が実施できない状態である｡

このため､ NIA所有の建設機材の見直しを行い､不足資機材の補充と,ルソン島,セブ島,

ミンダナオ島に機械管理サービスセンターを設立することにより,スペアパーツの迅速な補

給･修理等が迅速に実施されるようにする必要がある｡

この場合､フィリピン政府の民営化(Privatizatioll)の流れの中で､当計画をどう位置づける

かを明確にする必要がある｡

当事業はNIAの機械部門の運営維持能力を強化することが目的であり､その為に､建設機

械を更新し､修理部門を整備し,関係者を訓練する｡機器の供給が主目的ではないことを念頭

に置いて計画をたてなくてはならない｡

Ⅱ.マイニット湖周辺農業総合開発計画

大規模な開発の手がほとんど入っていない地域である｡フィリピン第3番目の自然湖を多目

的ダムとして活用できるため､少しのインプットで大きなアウトプットが期待できる計画であ

る｡特に､この農業総合開発計画は発電事業が取り込めるため､開発の効果は大きく､当地域

が受ける利益も大きいものと判断される｡一方,残された自然を傷つけないよう,細心の注意

を払って計画をたてる必要がある｡
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添 付 資 料

A-1調査日程

調査団員

横滞 誠 (団長､太陽コンサルタンツ株式会社､副 社 長)

平田 四郎(団員､ //

岩井 功 (団員, //

十津川 淳(団員, //

日 程

常務取締役)

主 幹)

技 師)

E) 5月10日(月) 旅行日(成田-マニラ)

2. 1】日(火) NⅠA専門家､oECF打合せ

3. 12日(水) NⅠA打合せ､ポートエリア.パーツセンター調査

E) 13日(木) ブラカンNⅠA建設機械センター調査

5. 14日(金) JⅠCA､ADB打合せ

6. 15日(土) 資料収集､整理

7. 】6日(日) lコ-

8. 17日(月) 移動(マニラ-セブ)セブ.ウエアハウス調査

移動(マニラ-ブツアン)マイニット湖現地調査

9. 18日(火) 移動(セブ-ダバオ)

マイニット湖現地調査
10. 19日(水) ダバオ.ウエアハウス調査

移動(ダバオ-マニラ)

移動(ブツアン-マニラ)

【Ⅰ1 20日(木) NIA打合せ

l2. 21日(土) OECF打合せ

13. 22日(土) 資料収集､整理

14. 23日(日) 帰国(マニラ-成田)
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A-2 面会者リスト

国営潅概公社(NIA)

1. Ml･. Malltlel AIltOIlio S. Al･evalo

2. Ml..IsidI-OR. Digal

3. Ml＼ GI-egO】-io S, Dt1111alldall

4. Ml＼ A11rOI･a C. Bebita

5. MI＼ RellatOM. Gal･Cia

6, M1･. Rolnall A. Bernal Jn.

7. Mr. Clel】1ellteT. AlanallO

8. M｣･. MalltlelL. Collado

9. Ml.. Alexandel- A. Rellyan

10. Mr.RomeoG. Quiza

1]. Ml'. Bienvenido C. Pedregosa

12. Mr. Edgal.do P. Salvado

13. Mr.Clelllellte N. Dil10pOl

14. Mr. Ferdillando D. AlnOll

15. Ml'.JoeIA. Yape

16. Mr. MedelP.Mavi】e

17. Mr. R11pe】'tOBoI'叩at

Administrator

Assistant Adlllinistrator

System Opel-ation alld Equipment Management

Officel'in Charge

Eql11pllle11t Mallagelnellt Departlllent

Property Divisioll

Head ExecしItive Assistant

Mecllal一ical Ellgllleer

Eq111pl-lent Mat-agelllent Departll一ellt

PrqjectCool.dinatol-

ProjectDevelopmeJlt Department

RegioIlal l汀1gatioll Mallager

Regioll Ⅲ, Talnbubong, Sam Rafael, Bulacan

Regional Manager

Regiol1 7 皮 8
,
Ma‡-aSbaras, Tacloball

ProviIICial Irrigation Englneer Ⅲ

Cebtl City

Regional lll-1gatiol一Mallager

Regio11a1 Office I 1. Davao Citu

Division Manager

Regional Office I 1. Davao CitLI

I汀igatioll SしIpeI.illtendent Ⅲ

La】ik River IITlgatioII SysteIⅥ

Assistant ProjectManager

Lowel･ Agusau Development Project,

Btltllall City

Pl･ovincial ImgatioJI Englneer II

IITlgation Engllleer

Cabadbarall Tagllibo River Irrlgation System

Eqll】P】--el-fMallagelllellI
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A-3 収集資料リスト

oECFマニラ駐在員事務所主席駐在員

∫ ICAフィリピン事務所所長

∫ ICAフィリピン事務所次長

JICA専門家

アジア開発銀行

･ NIAA11nualRepo11 1993-1997

･ NIARegiol13 BriefingMalerials

･ NIARegion3Primer

･ NIARegion ll Systel11Profi]e

･ Lake Mainit Hydroelectric Project

･ Lake Maillit Integrated Area Developlnellt Project

● TlleMastel･PlaI1 1999-2008

･ DevelopmeI-I PlaI1 0ftlle Agusan de] Norte Special Economic Zone

･ Inventory ofeqLllPmellt Sl10Wlng depreciated cost

･ Memorandum circular: Equipment histoI-y and logbook (1999)

･ PerforlllallCe: Eqtllplnent rental vs Repalr eXPellSeS

･ Distribution of shop equipmellt and too]s (IOSP-II)

' Memorandtlln Circular: Guidelines in the tltilization oftlle 15million Pesos TnISt Fulld (1999)

｡ Mel110randtlm Circular: Revised gtlideline in the establisllment alld ut]'1ization of the revolvll-g fund

for equiplllent repairs (1993)

' MemorandMn Circular: Revised rules alld regulations on t]1e use and/old lease ofNIA construction

eqtlipment and lnOtOr Vehicles (1995)

｡ Memoralldum circtllar: Guidelines in tlle hirmg of equlpmel-t PerSOl柑el in tl-e cel-tral office and

field offices (1999)

｡ MelllOratldum circular: Uti】izatiol1 0fusable rate frolll disposable equipment (1998)

･ Status repoll ofequlPl--ellt for disposal as of･Tune 30,1999

･ EMD accol11P]ishlnellt: Ⅰ)IllVentOryOfequjplnent 2) F1'na11Cial accomplisl1111ent

･ MelllOI･andum circular: 1998 revised equlplnent rellfal I-ares

｡ Memorandum circular: Amended guidelil-eS i一lthe preparation of quarterly prograln and

accolllP]isllment repOIl (1995)

･ Memorandum circular: IlnPlemelltlng guidelilleS re-equlPlnent gl･OuP POOling in NIA's field offices

｡ Eq111pllleIlt qtlel-y

･ Personnel strength report (Dec.31,1998)
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･ Applicatioll forJICA Grant Aid (1993-)

･ COA Memorandum二G11idelille in performing tl-e pre-audit activities (1995)

･ COA Memorandum: Total lifting on pre-audit on all fillanCial transactions

･ COA Memorandtlm: Revised guidelines on appraisal of property

･ COA iI-doI･Sel--e--t:ReqtleSt fbl･ tl-e acceptaI-Ce aI-d adopt101- Of NIA's appraisal fbrIⅥし11afわr

tlnSerViceab]e equlPment

･ Mediuln Deve]oplment Program(InfrastructureDevelopment)-Dra允

･ Mediuln DeveJoplnent Program(Agrictlltul-e,Agrarian Reform alld Nattlral resot‖▲ces)-Dra負
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